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各種申請手続き、市政について
北九州市コールセンター 

☎ 671-8
ハ イ ハ イ

181年 中 無 休
8時〜21時

夜間・休日の病気やけがについて
テレフォンセンター 

☎522-9999
子どもに関する悩みや相談について
24時間子ども相談ホットライン

☎881-4152
消費生活に関する相談について
消費生活センター 

☎861-0999
月〜土曜日（祝日は除く）の8時30分〜
16時45分（第3土曜日は13時まで）

156/
市政・生活情報や申請窓口の問い合わせ
北九州市コールセンター 

☎671-8181 年中無休
8時〜21時

［人口］ （平成28年5月1日現在）

95万8268人
世帯数 42万7516世帯
※この数値は、国勢調査の速報値に基づき 
人口・世帯数を推計したものです。

国
際
技
術
協
力
の
歴
史

　
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
経
済
成
長
と
都

市
化
が
著
し
い
新
興
国
で
は
︑上
下
水

道
の
整
備
が
追
い
つ
か
ず
︑水
質
汚
染

と
水
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
︒こ
う
し
た
中
︑本
市
で
は
国
際

協
力
機
構︵
J
I
C
A
︶の
要
請
を
受

け
︑平
成
2
年
か
ら
海
外
で
の
技
術
協

力
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
︒こ
れ
ま
で
に
各
国
へ
派
遣
し
た
職

員
は
₁₃
カ
国
1
8
4
人
と
な
っ
た
ほ

か
︑1
4
6
カ
国
か
ら
約
5
0
0
0
人

の
研
修
員
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
︒

　
国
際
技
術
協
力
で
は
︑本
市
で
の
や

り
方
を
単
に
踏
襲
さ
せ
る
の
で
は
な

く
︑各
国
の
実
状
に
合
わ
せ
た
技
術
指

導
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
︒ま
た
︑

整
備
さ
れ
た
上
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
が

そ
の
国
の
人
々
の
手
で
永
続
的
に
維

持
管
理
さ
れ
る
よ
う
︑人
材
育
成
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒

　
中
で
も
︑₁₁
年
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
実
施
し
て
き
た
技

術
協
力
で
は
︑飲
用
可
能
な
水
道
水
の

₂₄
時
間
供
給
を
実
現
し
︑漏
水
の
早
期

発
見
や
盗
水
の
削
減
に
も
成
功
し
ま

し
た
︒そ
の
成
功
は﹁
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
奇

跡
﹂と
呼
ば
れ
︑本
市
は
カ
ン
ボ
ジ
ア

王
国
か
ら
勲
章
を
授
与
さ
れ
た
ほ
か
︑

今
年
3
月
の
本
市
と
プ
ノ
ン
ペ
ン
都
と

の
姉
妹
都
市
協
定
の
締
結
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
︒

信
頼
を
強
み
に
官
民
一
体
で

取
り
組
む「
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
」

　
平
成
₂₂
年
︑本
市
は
官
民
連
携
に
よ

る
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
た
め
︑全
国
に
先
駆
け﹁
北

九
州
市
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
協
議

会
﹂を
設
立
し
ま
し
た
︒現
在
１
４
４
社

の
会
員
企
業
が
加
盟
し
︑海
外
現
地
の

ニ
ー
ズ
調
査
や
セ
ー
ル
ス
活
動
を
行
っ

た
結
果
︑こ
れ
ま
で
官
民
で
₄₃
案
件
を

受
注
し
ま
し
た
︒国
際
技
術
協
力
を
通

じ
て
培
っ
て
き
た
各
国
と
の
緊
密
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
信
頼
関
係
は
︑ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
も
大
き
く
開
花
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
︒

　

₂₅
年
に
は
︑本
市
が
国
内
特
許
を

有
す
る
高
度
浄
水
処
理︵
U-B
C
F
︶

を
初
め
て
ベ
ト
ナ
ム
へ
輸
出
し
ま
し
た
︒

U-B
C
F
は
︑自
然
の
川
底
の
小
石
な

ど
に
付
い
た
微
生
物
が
汚
濁
物
質
を

分
解
す
る
作
用
を
人
工
の
装
置
を
用

い
て
よ
り
効
果
的
に
再
現
し
た
も
の
で
︑

高
い
処
理
能
力
や
安
価
な
経
費
が
利

点
で
す
︒

　
ま
た
︑₂₇
年
３
月
に
は
︑ベ
ト
ナ
ム・

ハ
イ
フ
ォ
ン
市
の
水
道
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
︑本
市
地
元
企
業
が
初
め
て

単
独
受
注
し
ま
し
た
︒マ
ッ
ピ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
と
は
︑配
水
施
設
の
位
置
情
報

や
配
水
管
網
な
ど
の
詳
細
情
報
を
電

算
機
で一括
管
理
す
る
も
の
で
︑本
市
が

使
用
す
る
シ
ス
テ
ム
と
同
様
の
も
の
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
︒

　

さ
ら
に
同
年
₁₂
月
︑本
市
と
会
員

企
業
の
共
同
企
業
体
が
︑カ
ン
ボ
ジ
ア

の﹁
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
上
水
道
拡
張
事

業
・
詳
細
設
計
業
務
﹂を
日
本
の
自
治

体
と
し
て
初
め
て
国
際
競
争
入
札
で

受
注
し
ま
し
た
︒世
界
遺
産
の
ア
ン
コ

ー
ル
ワ
ッ
ト
遺
跡
群
を
有
す
る
シ
ェ
ム

リ
ア
ッ
プ
市
で
は
︑観
光
客
の
大
幅
な

増
加
や
都
市
化
の
急
速
な
進
行
で
︑上

水
道
設
備
の
早
急
な
拡
張
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
︒

　
こ
れ
ら
は
︑本
市
の
長
年
の
経
験
や

実
績
︑高
い
技
術
力
な
ど
が
評
価
さ
れ

た
結
果
で
す
︒

今
後
も
期
待
さ
れ
る
官
民
の
力

　
本
市
で
は
︑今
後
も
積
極
的
な
国
際

技
術
協
力
に
取
り
組
む
こ
と
で
︑上
下

水
道
の
整
備
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
︒

そ
し
て
︑広
い
裾
野
を
持
つ
海
外
水
ビ

ジ
ネ
ス
で
は
︑官
民
連
携
に
よ
る
海
外

展
開
を
推
進
す
る
こ
と
で
︑地
元
企
業

の
産
業
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
︒

本紙は古紙パルプを
含む再生紙を使用し
ています。

※最終ページは若松区の情報

【この特集に関するお問い合わせ】　上下水道局海外事業課 ☎582・3111
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本
市
は
20
年
以
上
に
わ
た
り
、ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
諸
外
国
へ
の
上
下
水
道

の
技
術
協
力
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。そ
の
技
術
力
は
世
界
的
に
も
高
く
評

価
さ
れ
、国
際
協
力
を
通
じ
て
培
っ
た
信
頼
関
係
は
本
市
の
産
業
振
興
に
つ
な
が

る「
水
ビ
ジ
ネ
ス
」へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、本
市
が
地
元
企
業
と
連
携

し
て
取
り
組
む「
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
」に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

特
集
　
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス

官
民
の
力
を
結
集

新
し
い
産
業
の
幕
開
け

ベトナムで水ビジネスを展開している注目企業
Japan Advanced Water Technology Vietnam（略称：J.W.T.）社長 久保忠志さん（㈱タカギから出向）

　J.W.T.は、ベトナム・ハイフォン市水道
公社と、北九州市に本社がある㈱タカギ
のほか5つの企業・団体が出資する合資
会社です。北九州市とハイフォン市によ
る水道事業の連携の中で、U-BCFや浄
水器を普及するため、平成28年1月に設
立されました。
　U-BCFは北九州市の技術を用い、低
コストで効率的に水を浄化できるという

点から、ベトナムの各都市から強い関心を持たれています。浄水器については、消
費者の間では、まだ水の安全に対する問題意識が低く、設置費用の負担は容易で
ない状況ですが、10年後には事業として成り立つと予測しています。
　官民一体で社会貢献を行う事業として注目を浴びるこのプロジェクトが、成功
するかどうかはこれからです。ハイフォンの市場に根付いた事業の成功と、ベトナ
ムの生活向上の２つを実現するという夢に向けて、J.W.T.の日本・ベトナムスタッ
フが一丸となって今後もまい進して行きます。

国際技術協力で「きれいな水」を届けたい
上下水道局海外事業課　海外事業担当係長　松本実

　私は下水道の専門家として、平成27年6月から
インドネシアの首都ジャカルタ特別州の下水道や
河川を担当する水管理局に派遣されています。ジ
ャカルタは人口が約1千万人の大都市ですが、北
九州市と違い、まだ下水道がほとんど整備されて
いません。家庭からの生活排水がそのまま道路側
溝から河川に流れていて、とても今の紫川のよう

にカヌーを楽しめるような環境ではないのです。
　こちらでは、ジャカルタ特別州の職員に下水道の技術や知識を伝
え、これから始まる下水道の工事や維持管理のための制度、組織の改
善を提案しています。これは、これまで下水道を整備し、紫川などの水
環境を再生させた北九州市の経験を生かすことができる、やりがいの
ある仕事です。
　ジャカルタの皆さんに気持ち良く下水道を使ってもらい、きれいな川
を取り戻すための第一歩を踏み出したばかりですが、遠く離れたジャカ
ルタで元気に頑張っています。

官
民
の
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を
結
集

新
し
い
産
業
の
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開
け

▲久保社長（左から３番目）とスタッフ

▲海外で技術指導を行う職員


